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多世代交流施設のイメージ
※現在のイメージであり、基本計画への意見や民間
事業者の提案を受けて今後プランが決定します。

❶こども・子育て機能　❷学び・知育機能　
❸創造的活動機能　❹市民活動、企業・就労機能　
❺魅力情報発信機能
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❺

❶❷
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❹
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ロ
ー
ワ
ー
ク
も
入
居
す
る
予
定
だ
。
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
学
び
、
交
流
が

生
ま
れ
る
拠
点
は
、
令
和
13
（
２
０
３
１
）
年
度
に
完

成
の
見
通
し
。
利
用
者
は
、
年
間
約
10
万
人
を
見
込
む
。

こ
の
拠
点
か
ら
、
人
の
流
れ
が
駅
周
辺
に
広
が
り
、
駅

前
の
新
た
な
日
常
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
。

市
民
と
描
く
交
流
拠
点

市
民
と
描
く
交
流
拠
点

　
「
カ
フ
ェ
や
本
の
あ
る
空
間
が
あ
っ
た
ら
」。
令
和
6

年
8
月
の
「
は
だ
の
の
ミ
ラ
イ
ラ
ボ
２
０
２
４
夏
」
開

催
時
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
秦
野
駅
周
辺
に
求

め
る
空
間
と
し
て
最
も
多
く
集
ま
っ
た
声
だ
。
み
ん
な

が
思
い
描
く
ま
ち
の
姿
を
反
映
し
た
拠
点
に
す
る
た
め
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
懇
談
会
な
ど
で
対
話
を
積
み
重
ね

て
き
た
。
今
年
3
月
に
策
定
し
た「
多
世
代
交
流
施
設

整
備
基
本
構
想
」
で
は
、
施
設
に
五
つ
の
機
能
を
思
い

描
く
。
ま
ず
は
、
体
験
型
遊
具
な
ど
を
備
え
た「
こ
ど

も
・
子
育
て
機
能
」。
子
供
た
ち
が
思
い
切
り
遊
べ
る

空
間
を
目
指
す
。
次
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
集
ま
っ
た
声

に
応
え
、「
学
び
・
知
育
機
能
」
と
し
て
、
飲
み
物
を

片
手
に
本
を
読
め
る
場
所
な
ど
も
設
け
る
予
定
だ
。
併

せ
て
、
市
や
市
民
団
体
な
ど
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
魅

力
情
報
発
信
機
能
」
も
配
置
す
る
。
さ
ら
に
は
、
音
楽

ス
タ
ジ
オ
な
ど
の
「
創
造
的
活
動
機
能
」
の
ほ
か
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
や
共
同
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
「
市
民

活
動
、
企
業
・
就
労
機
能
」
を
想
定
。
屋
上
に
は
、
緑

や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
な
ど
が
憩
い
の
空
間
を
提
供
す
る
。

こ
う
し
た
施
設
の
機
能
や
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体

化
す
る
た
め
、
市
で
は
多
世
代
交
流
施
設
整
備
基
本

計
画
案
へ
の
意
見
募
集
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

市
民
の
声
を
積
み
重
ね
て
き
た
歩
み
は
、
基
本
構

想
か
ら
基
本
計
画
へ
と
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
人
と
人

が
つ
な
が
る
交
流
拠
点
へ
。
そ
の
未
来
は
、
こ
れ
か
ら

も
市
民
と
と
も
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く
。

　

私
の
役
割
は
、
市
民
や
商
工
業
者
、
行

政
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
つ
な
ぎ
、

未
来
を
語
り
合
え
る
場
を
つ
く
る
こ
と
。

一
人
一
人
の
「
自
分
事
」の
気
持
ち
を
育
み
、

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
伴
走
す
る
存

在
で
す
。
今
ま
で
各
地
で
民
間
と
行
政
の

間
に
立
ち
、ま
ち
の
将
来
の
姿
を
描
く
「
未

来
図
」
づ
く
り
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
実
践

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

秦
野
は
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
都
心

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
も
恵
ま
れ
た
、
住
ん
で
、

働
い
て
、
子
育
て
で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち

で
す
。
そ
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
の
は
、

“
人
”。
ま
ち
の
人
々
が
未
来
を
語
り
あ
い
、

ま
ち
を
育
て
て
い
く
。
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
が
あ
っ
て
も
、
関
わ
り
方
が
分
か
ら
な

い
人
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
思
い
と
夢
を
育
む

第
一
歩
。
一
人
一
人
の
「
こ
う
し
た
い
」
を

重
ね
て
、
わ
く
わ
く
す
る
未
来
の
秦
野
を

一
緒
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
つ
な
ぎ
手
が
語
る

ま
ち
の
つ
な
ぎ
手
が
語
る

秦
野
の
未
来

秦
野
の
未
来

　

飲
食
店
な
ど
個
性
的
な
店
舗
が
定
期
的
に
集
い
、

歩
行
者
天
国
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
秦
野
駅

北
口
周
辺
。
市
で
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
、

「
歩
い
て
楽
し
い
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目

指
し
て
、
こ
の
一
帯
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
昨
年
3
月
に
は
、「
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
」
を
策
定
。
今
、
計
画
の
核
を
な
す

施
設
の
整
備
が
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

まちづくり勉強会
参加者
募集

「幸せをつくる
街の必需品たち」

とき　8月22日㈯　午後2時～4時　ところ　
SASAYA CAFE（大秦町1-8）　講師　松本
大地氏（㈱商い創造研究所）　定
員　50人　申し込み　右の二次
元コードから

基本計画案への意見募集は2面へ

Profile
中小企業診断士、まちづくり
中間支援者。20年以上にわた
り、大分県竹田市や愛知県半
田市などで、市民参加のまち
づくりを支援してきた。

中心市街地活性化
タウンマネージャー
伊藤大海さん

未
来
へ
動
き
出
す
駅
前

未
来
へ
動
き
出
す
駅
前

　

秦
野
駅
北
口
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
に
立
つ
と
、

水
無
川
を
ま
た
ぐ
ま
ほ
ろ
ば
大
橋
の
先
に
雄
大
な
山

並
み
が
広
が
る
。
そ
の
手
前
を
真
っ
直
ぐ
延
び
る
の
が

県
道
７
０
５
号
。
同
道
路
の
周
辺
整
備
は
、
水
無
川
左

岸
に
広
が
る
市
道
6
号
線
の
空
間
活
用
と
合
わ
せ
て
、

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
対
面
通
行
の
開
始
が
予
定
さ
れ
る
県
道
の
東

側
で
は
、
世
代
を
超
え
て
多
く
の
人
た
ち
が
集
う
施
設

を
整
備
し
、
西
側
で
は
宿
泊
施
設
な
ど
の
商
業
・
業
務

系
施
設
の
誘
致
を
進
め
る
計
画
だ
。

　

中
で
も
、
同
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
の
核
と
な
る
の
が
、

「
は
だ
の
で
の
様さ

ま

々ざ
ま

な
出
会
い
や
学
び
を
育
む
交
流
拠

点
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た「
多
世
代
交
流
施
設
」。
秦

野
駅
北
口
周
辺
は
、
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
、
多

彩
な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
る
一
方
で
、
市
民
が
交
流
す

る
拠
点
が
な
く
、
活
気
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

対
面
通
行
の
開
始
は
、
に
ぎ
わ
い
創
造
に
向
け
た
ま
た

と
な
い
チ
ャ
ン
ス
。
こ
の
機
会
を
生
か
し
、
市
の
中
核

と
な
る
拠
点
づ
く
り
を
目
指
す
。
施
設
は
、
老
朽
化
し

た
、
は
だ
の
こ
ど
も
館
の
機
能
を
引
き
継
ぐ
ほ
か
、
ハ

 Photos
11県道705号の対面通
行は未来につなげるま
ちづくりのターニングポ
イント　22中心市街地
のにぎわいを市全体に　
33今年5月に開催され
た市民懇談会の参加者
には学生も

人人がつながるがつながる
駅前駅前のの未来未来

11 33

22

問
い
合
わ
せ　
駅
周
辺
に
ぎ
わ
い
創
造
担
当

☎（
８
２
）９
６
１
５

令和8年（2026年）

No.1383

8 15
紙面アンケート

スマホから1分で回答

毎月2回（1日・15日）発行

ご意見を 市の計画案 2面
市議会第1回臨時会議 3面
はだのの農を楽しもう 4面
はだの丹沢水

み

無
な

川
せ

マラソン大会 4面

主な内容
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お知らせ
問い合わせ問
締め切り締
申し込み申

費用費
定員定
対象対

内容内
ところ場
とき時

Information

定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは入場自由。電子申請は市ホームページから
アクセス。市のメールアドレスは＠以下にcity.hadano.kanagawa.jpを付けてください。

修生氏（宮城県防災指導員）　■定400
人（当日先着順）　■問防災課☎（82）
9621
￥仕事の学びをサポート

◇秦野創業塾　■時9月12日、10月3日、
10日、24日の土曜日　全4回　午後1
時～4時半（12日は午後4時、24日は
午後5時まで）　■内経営の知識・ノウ
ハウなど　■対創業を考えている・予
定しているまたは創業5年に満たな
い20人　■申中栄信用金庫地域支援部
☎（81）1852　◇事業承継個別相談
会　■時9月16日㈬　10月21日㈬　午
後1時～2時、2時～3時、3時～4時　
■内事業承継に関する課題など　■定各
回1組　■申申し込み書（市ホームペー
ジにあります）を開催日の2週間前ま
でに市役所教育庁舎1階産業振興課
へ持参またはファクス（（86）6563）。
電話も可　■場いずれも中栄信用金庫
秦野駅前支店（尾尻943-1）　■問 産
業振興課☎（82）9646

みんなでプラネタリウム

■時■内9月23日㈬　◇移動式プラネタ
リウムによる星空解説　午前11時半
～午後0時5分、午後1時～1時35分、
1時45分～2時20分、2時半～3時5分、
3時15分～3時50分、4時～4時35分　
■定各回35人　■申電子申請または代
表者氏名、人数、電話番号、希望時間、
車いす使用の有無をファクス（（81）
1440）　◇宇宙や星を学ぶワーク
ショップ　午前10時～午後4時半　
■場いずれも本町公民館　■問本町公民
館☎（84）5100
女性happy
ビジネススキルアップ講座
■時■内10月3日㈯　◇身だしなみと自
己表現　午前10時～正午　◇これか
らのキャリア　午後1時～3時　■場あ
つぎ市民交流プラザ（厚木市中町2-�
12-15）　■対各回女性30人　※保育あ
り（1歳～小学3年生。予約制）　■申9

月11日㈮までに電話または電子申請　
■問市民相談人権課☎（82）7618　

募　集
市展の美術・写真・書道作品

応募資格　平成23年4月1日までに生
まれた市内在住・在学・在勤の方　※
市内の写真クラブ在籍者、美術・書
道教室などの受講者も可　出品方法　
◇写真の部（29歳以下の次世代部門）　
10月16日㈮までに電子申請　◇美
術・写真（一般部門）・書道の部　作
品に出品票（市役所教育庁舎1階文化
振興課、駅連絡所、公民館、市ホー
ムページにあります）を添えて、搬入
日にクアーズテック秦野CHへ持参　
搬入日時　◇美術の部　10月19日㈪　
午前10時～午後1時　◇写真（一般部
門）　11月2日㈪　午前10時～午後1
時　◇書道の部　11月16日㈪　午前
9時半～10時半　※代理人による搬
入可。指定日時以外は、事前に相談　
■問文化振興課︎☎（86）6309

放課後児童支援員

勤務内容　各小学校内の児童ホーム　
での小学生への生活指導など　勤務
日など　週3～5日程度　午前8時～
午後7時　1日4～7時間程度　報酬　
時給1470円　■申申し込み書（市役所3
階こども育成課、市ホームページに
あります）を〒257-8501こども育成
課へ郵送または持参　※書類選考あ
り　■問こども育成課☎（86）6310

スポーツ
メタックス体育館はだのの
スポーツ教室
■時■内◇はじめてエアロ　9月1日～29
日の火曜日　午前9時半～10時半　9
月2日㈬　16日㈬　30日㈬　午後7時
40分～8時40分　23日㈬　午前11時
半～午後0時半　◇健康体操教室　9
月1日～29日の火曜日　3日～17日の

木曜日　午後1時半～2時半　◇タイ
式ヨガ　9月2日～30日の水曜日　5
日㈯　19日㈯　午前9時半～10時半　
◇ピラティス　9月2日～30日の水曜
日　午後1時半～2時半　◇ZUMB�
AR　9月5日　午後1時半～2時半　
19日　午前11時半～午後0時半　25
日㈮　午後7時40分～8時40分　◇
エアロビクス初級　9月3日㈭　17日
㈭　午後7時40分～8時40分　7日〜
28日の月曜日　午前9時半～10時半
（14日は午後1時半～2時半）　20日㈰　
午前11時半～午後0時半　◇ヨガ&ピ
ラティス　9月7日㈪　14日㈪　28日
㈪　午後7時40分～8時40分　◇エ
アロビクス初中級　9月10日㈭　午
後7時40分～8時40分　◇フィット
ホップ　9月11日㈮　午後7時40分～
8時40分 ◇ZUMBARGOLD　9月
14日㈪　午前9時半～10時半　◇ボ
クシングエアロ　9月21日㈪　午後1
時40分〜2時40分　■定各回70人　■費
500円　■申開始1時間前からメタック
ス体育館はだの窓口へ　■問スポーツ
協会☎（84）3376

ポールウオーキング体験教室

■時9月7日～28日の月曜日　午前9時
半～11時　※雨天中止　■場 カル
チャーパークけやき広場周辺　■定各
日15人　■費500円　■申開始1時間前
からメタックス体育館はだの入り口へ　

■問スポーツ協会☎（84）3376

湘南ベルマーレ秋のサッカー教室

■時■対9月22日㈫　①令和5年4月1日
までに生まれた未就学児30人　午後
1時～1時50分　②小学1・2年生30
人　午後2時10分～3時10分　③小
学3～6年生15人　午後3時半～4時
40分　④ドリブルを学びたい小学3
～6年生15人　午後3時半～4時40分　
■場湘南ベルマーレ秦野フットサルコー
ト（平沢295-2）　■費500円　■申8月18
日㈫～メタックス体育館はだの窓口、　
電話またはスポーツ協会ホームペー
ジから　■問スポーツ協会☎（84）3376

車いすテニス・ニューミックス大会

■時10月4日㈰　午前9時～午後3時　
※雨天のときは11日㈰　■場カルチャー
パーク　■内車いすの方と健常者がペ
アを組むダブルス　■対車いすテニス
経験者とテニス経験のある16歳以上
12組　■費2000円　■問スポーツ協会
☎（84）3376

健康・子育て
教えて先生　認知症予防

■時9月16日㈬　午後2時～3時半　講
師　関口剛氏（丹沢病院院長）　■場渋
沢公民館　■定20人　■問高齢介護課︎☎
（82）5617

施設情報
はだの歴史博物館
☎（87）5542
企画展「戦国時代の秦野」　■時8月29
日㈯～11月3日㈫　ミュージアムさく
ら塾「秦野に残された古文書から見え
る戦国時代」　■時9月12日㈯　午前10
時～正午　■定50人　■費200円
里山ふれあいセンター
☎（75）1961
親子木工教室　■時8月29日㈯　午前
9時半～正午　■内ヒノキでゴミ箱作
り　■対小学3年～中学生の親子4組　
■費1500円
NITTANパークおおね
☎（77）7888
温水プール無料開放　■時9月1日㈫～
10月31日㈯　■対70歳以上
図書館
☎（81）7012
赤ちゃんといっしょのおはなし会　
■時■対9月4日㈮　◇午前10時～10時
40分　0～1歳児と保護者7組　◇午
前11時～11時40分　1～3歳児と保
護者7組　■内読み聞かせとわらべう
た、乳幼児向け絵本の紹介　秦野昔

行政一般
事前に連絡を
児童手当の受給者変更
■時8月31日㈪まで　■対令和7年中の配
偶者の所得が受給者を上回った方　
※配偶者が公務員のときは必ず手続
きが必要　■問こども政策課☎（82）
9607
必ず提出を
現況届と所得状況届
■対次のいずれかの手当を受給してい
る方　①県在宅重度障害者等手当　
現況届　②特別障害者手当、③障害
児福祉手当、④特別児童扶養手当　
所得状況届　■申①は9月10日㈭、②
〜④は9月11日㈮までに〒257-8501
市役所1階障害福祉課へ郵送または
持参　■問障害福祉課☎（82）7616
貸与します
看護師修学資金
■対看護学校などに入学する、または
在学中で、卒業後に市医師会会員の
医療機関で看護師、准看護師・助産
師として働く予定の方　貸与額　◇
看護師・助産師（4年制大学）　月額　
3万5000円　◇看護師・助産師（4年
制大学以外）　月額3万円　◇准看護
師　月額2万円　※入学金はいずれも
10万円以内　返還免除　卒業後、貸
与期間に加え1年間業務に従事した
場合は、全額免除　■申必要書類（市
役所3階健康づくり課、市医師会事
務局（曽屋11）、市ホームページにあ
ります）を、9月30日㈬までに〒257-
0031市医師会事務局へ郵送または

持参　■問健康づくり課☎（82）9603ま
たは市医師会☎（81）5018
市民の日
クラウドファンディング
　11月3日㈫に開催する市民の日で、
メイン会場にステージを設置するた
め、支援を募ります。　目標金額　20
万円　特典　市民の日タンブラー
（5000円）、消防車乗車体験（8000円）
など　■申10月30日㈮までに電話また
は電子申請　■問市民活動支援課☎
（82）5118
下水道排水設備工事
責任技術者試験と更新講習
◇試験　■時11月8日㈰　※申込書は8
月17日㈪～9月10日㈭に浄水管理セ
ンター4階営業課で配布　◇更新講
習　■内送られたテキストで自主講習　
※申込書は11月中旬頃から対象者へ
郵送　■問営業課☎（83）2111
お知らせください
家屋や土地の状況
　家屋や土地の固定資産税は、毎年
1月1日現在の状況で課税しています。
用途の変更や、家屋を取り壊したと
きは、税額が変わる場合があるので、
連絡してください。売買や贈与、相
続などで未登記の家屋の所有者を変
更したときは、届け出てください。　
■問資産税課☎（82）7390・7391

催　し
防災講演会
「東日本大震災に学ぶ避難行動」
■時9月5日㈯　午前10時～11時半　■場
クアーズテック秦野CH　講師　山田

みんな Message Boardの

市内の公共施設を利用

定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です

催し案内
秦野美術協会会員展　8月19日㈬～23日㈰　午前
10時～午後5時（19日は午後1時半から、23日は午

後3時まで）　宮永岳彦記念美術館　相原☎（81）
1319
栗原雀邨書展・硯城書展　8月28日㈮～30日㈰　
午前10時～午後5時（30日は午後4時半まで）　ク
アーズテック秦野CH　硯城書道会・栗原☎（81）
7475
その他

なんでも作品展　8月19日㈬　午前11時～午後5
時　20日㈭　午前9時～午後3時半　クアーズテッ
ク秦野CH　市内小・中学校教職員の絵画・手芸
など　学校教職員互助会☎（86）6352
団体実務講座「知りたかった　スマホでAI講座」　
9月5日㈯　午後1時半～3時　保健福祉センター　
20人　市民活動サポートセンター☎（83）1760

定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です

check
!

南公民館　☎（81）3001
お月見まんじゅう作り　9月5日㈯　午前9時半～
11時　親子6組　600円
楽しい科学教室　9月12日㈯　午前10時～正午　
小学3年生以上15人
本町公民館　☎（84）5100
アフタヌーンコンサート　9月7日㈪　午後1時半
～3時　100人（当日先着順）　700円
親子いっしょのお話会　9月11日㈮　午前10時〜
11時半　3歳以下と保護者10組
防災セミナー「避難所運営ゲーム」　9月19日㈯　
午前10時～正午　30人
渋沢公民館　☎（87）7751
防災サロン「市総合防災情報システムを活用し災
害へ備える」　9月5日㈯　午前10時～正午　15人
らくらく健康ストレッチ教室　9月8日㈫　午前10
時～11時半　20人　200円
初めての包丁研ぎと扱い方教室　9月11日㈮　午
前9時～11時半　10人　170円
南が丘公民館　☎（84）6411

わらべうたで赤ちゃん育て　9月8日㈫　午前11時
～正午　1歳以下の親子8組　500円
親と子の絵本を楽しむ会　9月16日㈬　午前10時
～11時　7組（保護者のみの参加も可）
身体障がい者・高齢者のパソコン講習会　9月19
日㈯　午前10時～正午　10人　550円
上公民館　☎（87）0212
親子卓球教室　9月6日㈰　午後1時半～3時半　
10人（中学生以上は単独参加可）
男の料理教室「巻き寿

ず

司
し

と野菜の煮物・吸い物」　
9月24日㈭　午前9時半～午後1時　7人　1200円
堀川公民館　☎（87）4111
里山ハイキング「峠・篠窪」　9月24日㈭午前9時
渋沢駅改札前集合～午後3時　20人　220円
大根公民館　☎（77）7421
秦野観光写真コンクール入賞作品展　9月1日㈫
～16日㈬
子供科学実験教室「不思議な科学実験ショー」　9
月19日㈯　午前10時～正午　小学生20人
東公民館　☎（82）3232
料理教室「お月見まんじゅう」　9月12日㈯　午前
10時～午後1時　小学3〜6年生10人　500円
フォークとポップスの集い　9月13日㈰　午後1時
半～4時　100人（当日先着順）

とことん虫のはなし　その多様性と不思議　9月
26日㈯　午後1時～3時　小学4年生以上20人
鶴巻公民館　☎（76）0463
自己肯定力アップセミナー「自分時間の作り方」　
9月5日㈯　午前10時～正午　20人
防災・減災サロン「古地図から学ぶ鶴巻地区」　9
月12日㈯　午前10時～11時半　15人
改良メダカ教室　9月13日㈰　午前10時～11時　
小学生の親子10組　500円
北公民館　☎（75）1678
絵本とお友だち　9月11日㈮　午前10時半～11時
半　未就学児の親子5組（当日受け付け可）
パソコン何でも相談　9月12日㈯　午前9時～11時　
パソコン持参
西公民館　☎（88）0003
ブック展「豊かなシニアライフ」　9月1日㈫～25日
㈮　本の展示と貸し出し
やまなみ囲碁道場　10月～令和9年3月の第1・3土
曜日（10・11月は第1・4土曜日、1月は第2・3土曜
日）　全12回　午前9時半～11時半　小学生以上
10人　1回200円（中学生以下は無料）
ほうらい会館　☎（81）8310
笑いヨガ・ウクレレで歌おう　9月9日㈬　午前10
時半～11時半　15人
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　令和8年第1回臨時会議が7月30日に開催され、議案5件が審議されま
した。議決された主な内容は次のとおりです。
財産の交換
　県道705号沿いで整備を進めている「多世代交流施設」について、一体
的な土地利用を図るため、本町一丁目の秦野市農業協同組合所有地と
今川町の本市所有地を交換することを議決。
令和8年度一般会計補正予算
　財産の交換に伴う既存建物への補償費用を令和9年7月以降に支払う
ため、令和9年度までを期間とする債務負担行為を議決。
和解
　「名水はだの富士見の湯」の熱供給施設の配管工事に不備があったと
し、施工事業者などに対して損害賠償を求めていた訴訟について、和解
することを議決。
■問総合政策課☎（82）5101、議事政策課☎（82）9652

市議会第1回臨時会議終わる

ばなしのおはなし会　■時9月5日㈯　
午後2時～2時半　■内おはなしでてこ
い、紙芝居など　■定15人（当日先着順）
くずはの家
☎（84）7874
クマ博士になろう　■時9月13日㈰　午
前9時半～11時半　■対小学生以上20
人（小学1・2年生は保護者同伴）
はだの丹沢クライミングパーク
☎（63）2630
ボルダー教室　■時9月27日㈰　◇初
級A　午前9時～11時　◇初級B　正
午～午後2時　◇初級C　午後2時半
～4時半　■定各回10人　■費市外在住
者は1000円　※シューズなどのレン
タル代は実費　■申8月20日㈭～（市外
在住者は27日㈭～）　

寄　付（敬称略）
社会福祉協議会へ（国際ソロプチミス
ト秦野　積田圭子　秦野ガス㈱　グ
キグキ隊109　匿名1件）　6月1日～
30日　現金2件　7万3506円　物品
3件　福祉の充実のために（秦野うぐ
いす会　小野惠美子　秦野商工会議
所女性会）　6月1日～30日　現金3
件　11万2961円

土土屋一族の里を訪ねるハイキン屋一族の里を訪ねるハイキンググ
■時■場10月15日㈭午前8時半秦野駅改札前集合～（バス）〜原バス停～七国
峠遠望～土屋城址～午後3時南平橋バス停　■定60人　■費500円（交通費
は実費）

大日堂仏像拝観ハイキング大日堂仏像拝観ハイキング
■時10月30日㈮　◇午前9時～午後3時　◇午前10時～午後4時　■場秦野
駅改札前集合～（バス）～蓑毛～宝蓮寺・大日堂～緑水庵～田原ふるさと
公園～中庭バス停　■定各回30人　■費500円（交通費は実費）
■問市観光案内所☎（80）2303

観光ボランティア観光ボランティアとと歩こう歩こう

ご意見を 市の計画案

公開日　8月18日㈫　
閲�覧場所　各担当課、市役所3階行政情報閲覧コーナー、公民館、図書館、
駅連絡所、市ホームページ　
提�出方法　任意の用紙に住所、氏名、電話番号、意見を書き、9月16日
㈬までに〒257-8501各担当課へ郵送または持参。ファクス、メール、
電子申請も可
■問①健康づくり課☎（82）9603、②駅周辺にぎわい創造担当☎（82）9615

内容 担当課 ファクス メール
�①�新型インフルエンザ
等対策行動計画 健康づくり課（市役所3階）（82）6793 kenkou@

②�多世代交流施設整備
基本計画

駅周辺にぎわい創造担当
（市役所教育庁舎1階） （86）6563 h-eki@

■対市内在住・在学の小学4年～中学生　テーマ　自由　作品数　1人何
首でも可　応募方法　応募用紙（学校、図書館にあります）を学校に提出　
※市外在学の方は、はがきに、短歌、住所、氏名（ふりがな）、
学校名、学年、電話番号を書き、9月11日㈮までに〒257-0015
平沢94-1図書館「こども短歌」係へ郵送。メール（tosyo@）も可
■問図書館☎（81）7012

募集

夕暮記念こども短歌大会



赤十字奉仕団の協力で、広報はだの「音訳版」（希望者に送付、市ホームページに公開）、「点訳版」（希望者に送付、図書館に配架）、「拡大版」（市役所や図書館などに配架）を発行しています。
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　祭りのフィナーレを飾る打ち上げ花火を盛大に行うため、クラウドファ
ンディングや募金を受け付けています。ご支援をよろしくお願いします。
ク�ラウドファンディング　返礼品　花火観覧用桟敷席、松

たい

明
まつ

点灯体験、
名入れちょうちんなど　申し込み　9月11日㈮までに観光振興課へメー
ル（kankou@city.hadano.kanagawa.jp）または電話（名入れちょうちん
は9月4日㈮まで）
募�金　振込先　秦野たばこ祭実行委員会（花火募金）　◇中栄信用金庫本

店　普通0577349　◇横浜銀行秦野支店　普通6093030　募金箱の
設置場所　市内公共施設、市内の金融機関、コンビニ、スーパーなど

打ち上げ花火にご協力をとき・内容　12月6日㈰　①ハー
フマラソン　午前8時45分～　
②5㎞　午前9時20分～　③ま
めっこ（42.195m）　午前11時15
分～　コース　①メタックス体
育館はだの前～日立南バス停前

（折り返し）～堀戸大橋南手前（折
り返し）～富士見大橋南側～西田原～県立秦野戸川公園～メタックス体育
館はだの前　②メタックス体育館はだの前～堀戸大橋南手前（折り返し）
～メタックス体育館はだの前　③カルチャーパーク内　対象　①平成23
年4月1日以前に生まれた2500人　②中学生以上1300人　③未就学児と
保護者130組260人　参加費　①7000円　②4500円（中学生は3000
円）　③1組500円　申し込み　10月21日㈬までに大会ホームページから
救護員（AED隊）
とき　午前7時～午後0時半　内容　AEDや救急セットを持ち、コース上
でランナーを救護　対象　過去3年以内に応急手当講習会を受講してい
るまたは当日までに受講できる18歳以上40人　申し込み　10月16日㈮
までに電子申請または申し込み書（市ホームページにあります）をメール

（sports@city.hadano.kanagawa.jp）

表
丹
沢
の
景
観
を
満
喫
し
な

が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
そ
う

はだの丹沢水
み

無
な

川
せ

マラソン大会
参加者
募集

参加者
募集

問い合わせ　スポーツ推進課☎（84）2795

問い合わせ　観光振興課☎（82）9648

申し込み方法など
の詳細は市ホーム
ページへ

第79回 秦野たばこ祭
みんなの力で盛り上げよう99月月2626日日㈯ ㈯ 

2727日日㈰㈰

はだのはだののの農農をを楽楽しもうしもう
秋の味覚を満喫 秋の味覚を満喫 掘り取り観光掘り取り観光

問い合わせ
はだの都市農業支援センター☎（81）7800

※堀西は月・水・金曜日を除く。横野は土・日曜日、祝日のみ。

収穫物 とき 地区 費用
落花生

（郷の香・
Qなっつ）

8月22日㈯～9月27日㈰ 堀西 15株1000円
9月5日㈯～27日 大倉 15株1000円
9月12日㈯～10月11日㈰

東田原
10株1000円

落花生
（おおまさり）9月26日㈯～10月18日㈰ 10株2000円

サツマイモ

9月5日～27日 大倉 1株200円
9月12日～10月11日 東田原 1株300円

10月3日㈯～11月23日㈪ 横野 3株1800円 
（焼き芋、野菜付き）

10月上旬～11月下旬 南矢名 3株1300円

　旬の味覚の収穫体験やセミナーなどに参加し　旬の味覚の収穫体験やセミナーなどに参加し
て、農業に触れるきっかけにしませんか。て、農業に触れるきっかけにしませんか。

申し込み　◇堀西　丹沢秦野観光農業研究会・三武☎090（4522）
0806　◇大倉　大倉掘り取り観光組合・山口☎（88）6180　◇東田原　
東田原ふれあい農園組合・大津☎090（2624）5239　◇横野　秦野い
とう農園ホームページ（https://itofarm.schoolbus.jp）から　◇南

矢名　ファームYASAIKAJUホームページ（https://www.yasaikaju.com）から　
※いずれも予約制　受付時間　◇堀西　午前9時～午後6時　◇大倉　午後0時
15分～1時、午後7時～8時　◇東田原　午前9時～午後8時

ランニングレッスン
とき・対象　10月10日㈯　◇子供の部　午後1
時半～2時半　小学生50人　◇一般の部　午後3
時～4時　中学生以上80人　ところ　カルチャー
パーク陸上競技場　費用　いずれも500円　申
し込み　10月5日㈪までに電子申請

　全国女子中学生硬式野球選手権
大会が7月25日から31日まで中栄
信金スタジアム秦野で開催されまし
た。市内から唯一出場した同チーム
が、初優勝の快挙を成し遂げました。

全
国
19
チ
ー
ム
の
頂
点
に

問い合わせ　スポーツ推進課☎（84）2795

決勝の様子ははだの
モーピクで公開中

トピックス 女子中学生硬式野球チームの女子中学生硬式野球チームの
西湘Futureが全国大会で初優勝西湘Futureが全国大会で初優勝

※いずれも申し込み先着順

はだの市民農業塾はだの市民農業塾 農産加工公開セミナー 農産加工公開セミナー
とき　9月8日㈫　午後1時半～3時半　ところ　JAはだの本
所・農業団地センター（平沢477）　内容　食品添加物の基礎
知識と最新包装資材　定員　20人（申し込み先着順）

とき　9月1日㈫　午前10時～午後1時半　ところ　
保健福祉センター　内容　高野豆腐と豚もも肉の
ヘルシーロール、モロヘイヤとキノコのニンニク
炒めなど　定員　20人（抽選）　費用　600円　申
し込み　8月25日㈫までに電話または電子申請

料
理
を
楽
し
く
学
ぼ
う

はだの野菜ヘルシー料理講座はだの野菜ヘルシー料理講座

問い合わせ　健康づくり課☎（82）9603



未来未来へつなぐへつなぐ公共施設再配置公共施設再配置
次の世代に持続可能な公共施設サービスを引き継ぐために次の世代に持続可能な公共施設サービスを引き継ぐために

学校整備の取り組みは裏面へ

1公共施設再配置計画の基本的な考え方

築年数別の延床面積割合

築20年未満 8.3％
築20年～30年 13.4％

築30年以上 78.3％

こんなに減っちゃうの…。
築30年以上が約8割。一斉に建て
替えの時期を迎えちゃうね。

❷❷公共施設の多くが公共施設の多くが老朽化老朽化していますしています❶�❶�少子高齢化少子高齢化などで税収がなどで税収が
減減っっていきますていきます

目的は「建物を減らす
こと」ではなく、必要
なサービスを持続可能
な形で提供し続けるこ
とだよ。

　人口減少や財政状況を踏まえ、
将来にわたって維持
できる施設のあり方
を考えます。

将来将来を見据えるを見据える
　施設のあり方を見直しても、市
民の暮らしに必要な
サービスは、将来にわ
たりしっかり守ります。

サービスサービスを守るを守る
　複合化・集約化・多機能化、公
民連携などにより、限られた財源
を有効に活用
します。

効率的効率的に使うに使う

大根中学校区学校整備構想大根中学校区学校整備構想について紹介しますについて紹介します

なんで公共
施設を見直
すのかな。

4�学校整備は再配置の
重要な取り組みです

　学校も大切な公共施設の1つ。児童
生徒数の変化や老朽化を踏まえ、質
の高い教育環境と持続可能な施設運
営を両立する必要があります。

具体的な取り組みが大根中
学校区の学校整備だよ。

みんなの暮らしを未
来につなぐための大
切な取り組みだね。

どんな学校に
生まれ変わる
のか楽しみ。

2再配置のイメージ

施設ごとに建てられ施設ごとに建てられ
それぞれで管理・運営それぞれで管理・運営

維持費や管理の負担が大きい…維持費や管理の負担が大きい…

これまで 再配置後のイメージ

複合化・集約化複合化・集約化で使いやすく効率的にで使いやすく効率的に

学校 地域利用

サービスの質サービスの質を高め、を高め、コストコストを効率化を効率化

学校

公民館 児童館

例えばこんなメリットが

施設の維持管理費を抑えられる

新しいサービスの提供ができる
地域の交流やにぎわいが生ま
れる

3公共施設再配置の進め方 市民の皆様の意見を聴きながら進めていきます。市民の皆様の意見を聴きながら進めていきます。

❶�現状を知る

　施設の状況や
利用状況、将来
の人口・財政を
分析し
ます。

❷�課題を整理
する

　どの施設にど
んな課題がある
のかを
整理し
ます。

❸�再配置の
　方針を検討
　集約・複合化
など施設ごとに
今後の方向性を
考えま
す。

❹�計画的に
　実行
　優先順位をつ
け、順次、再配
置を進めます。

❺�効果を確認

　実施後も見直
しを行い、より
良い施設・サー
ビスに。

将来のまちの姿を見据え、限られた財源を効率的に活用しながら、皆様の暮らしを支える公共サービスをしっかりと守り続けます。

「今のままではいけないのか。」　そう感じる方もいらっしゃるかもしれません。
しかし、これまでと同じ方法で施設を維持し、サービスを提供し続けることは、年々難しくなっています。
この見直しに取り組む背景には、大きく分けて次の2つの理由があります。

なぜ今、施設の「再配置」が必要なのでしょうか。

このままだと
改修や建て替
えにかかる費
用が大きな負
担になってし
まうんだ。

公共施設再配置・学校整備特集号 令和8年（2026年）8月15日発行

問い合わせ　行政経営課　☎（82）5102　FAX（84）5235　 keiei@city.hadano.kanagawa.jp



将来の学校検討の一歩＝「大根中学校区学校整備構想」を策定しました将来の学校検討の一歩＝「大根中学校区学校整備構想」を策定しました

　提言書を踏まえて将来の学
校整備の方向性を示す具体的
な整備計画として令和8年3月
に策定しました。この整備構想
に基づき、整備工程、部屋の種
類や配置などを決めていきます。

　将来の子供たちの学びを守るため、学校を取り巻く現状や課題を整理し、地域や保護者、学校など
と共にあり方を考えていく基礎資料として「みんなで考えるみらいの学校整備指針」を令和6年9月に
策定しました。これに基づき、大根中学校区の皆様と共に学校のあり方について、検討を開始しました。

中学校区 本町 南 東 北 大根 西 南が丘 渋沢 鶴巻

整備時期 2050年代
後半

2040年代
前半

2060年代
後半

2060年代
前半

2030年代
前半

2030年代
後半

2040年代
後半

2050年代
前半

2060年代
後半

《中学校区別整備時期一覧》

市内の9中学校区ごとに
整備時期を示しました。
中でも一番早いのは大根
中学校区です。校舎の老
朽化に加え、児童の減少
が進みクラス替えができ
ない小学校も出てきてい
ます。

　学校づくりの検討に当たり、既存の「大根広畑コミュニティ・スクール学校運営協議会」
を母体にし、地域の方々に令和6年10月に設立していただきました。
　下部組織の「子ども部会」、「保護者部会」、「教職員部会」、「地域部会」の皆様も含め会議
やワークショップ、アンケートなどを通じて意見交換をし、大根中学校区における「明日ま
た行きたくなる学校」の実現に向けて進めてきました。それらの意見を集約し、令和7年9月
に「大根中学校区小・中学校の整備等に係る提言書」を本市に提出していただきました。

地域のみんなの意見を聴いて
すてきな学校ができると良いね。

懇話会を始め、地域の皆様に
は大根中学校区の検討にあたり、
多大なご協力をいただきました。

　令和6年10月から令和7
年9月までの間に全10回開
催され、大根中学校区の学
校整備における各種検討
事項について、意見交換を
重ねてきました。

⃝懇話会の開催
　「異学年交流の体験」、「学校内で
の自分たちの居場所を考える」を
テーマに「みらいの後輩たちに贈る
学び舎」について、小学生から大学
生まで、世代を超えた意見交換が活
発に行われました。

大根中学校区における検討大根中学校区における検討1

大根中学校区学校整備懇話会の設立大根中学校区学校整備懇話会の設立

大根中学校区学校整備構想大根中学校区学校整備構想2

大根中学校区学校整備懇話会での取り組み

紹介した各種資料はこちらの
二次元コードよりご覧ください。

みんなで考える
みらいの学校整備指針

秦野市大根中学校区
学校整備構想

大根中学校区小・中学校
の整備等に係る提言書

⃝子ども部会ワークショップの開催

みんなが集まる
学校になりそう
だね。

早く新しい 
学校に行っ
てみたい。

【主な取り組み】【主な取り組み】

　広畑小学校、大根小
学校、大根中学校を大
根小・中学校敷地に一
体的に整備します。

⃝3校の統合 ⃝義務教育学校化
　小中学校9年間を
一貫した1つの学校
で生活する「義務教
育学校」化します。

⃝公共施設との複合化
　地域の公共施設と複合
化することで地域コミュ
ニティの活性化を目指し
ます。

「未来の学び舎づくり」「未来の学び舎づくり」に向けた歩み歩み

1年生から9年生までの学びをつなぐ学校です

「義務教育学校」とは

9年生7年生4年生1年生

❶中1ギャップの
　解消

❸異学年交流の
　充実

❹教職員の
　連携強化

❷9年間を
　見通した学び

期待される効果

合言葉は「こどもファースト」
　新しい学校づくりで最も大切なことは、「こどもファースト」「こどもファースト」を第一に将来の子供
たちにとってより良い学びの環境をつくることです。市内には9つの中学校区（小学
校13校、中学校9校）がありますが、児童、生徒数やその規模に応じた学級数、校
舎の位置関係や老朽化の状況はそれぞれ異なります。
　また、本市では「義務教育学校」制度の導入により、子供たちの円滑な「育ちと学
び」を深めることができるかについて研究をしてきました。この結果、学力や非認知
能力の向上、不登校の減少について一定の効果が確認できました。

　将来の学校は、これまで以上に魅力的な「明日また行きたく
なる学校」となることを目指しています。
　このため、学校を取り巻く環境に加え、「義務教育学校」制度
の導入など、様々な視点から検討を進めていく必要があります。

未来の学校づくり特集号 令和8年（2026年）8月15日発行

問い合わせ　教育総務課　☎(84)2783　FAX(83)4681　 k-soumu@city.hadano.kanagawa.jp




